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本マクロの目的  

新刊を漏れなく入手することは難しい。メジャーなものは別として、それ以外は情報がどこにも無い。 

新刊.net は、新刊情報を集めてリストにしてくれるサイトであるが、表示だけで、ダウンロード機能は無い。 

本マクロは、新刊.net を巡回し、Excel に「新刊一覧」シートを作成する機能を持つ。 

また、電子書籍発売日に日付を手入力すれば、紙書籍発売日との差分を求めることができる。 

これにより、紙書籍と電子書籍の発売日の差を把握し、購入計画に役立てることができる。 

更に、web ebookjapan の「発売予定一覧」サイトを、「新刊予定一覧」シートに書き出し、「新刊一覧」シートと比

較し、発売予定日を書き出す機能を持つ。 

注意事項  

⚫ 予め Selemium Basic と WebDriver のインストールが必要である。 

⚫ 評価版では、1 頁しか処理できない。 

⚫ 評価版では、書籍種類とキーワードの取得はしない。 

⚫ 新刊.net への登録が必要。但し、混雑が激しいので、既に利用している方のみ、本マクロも使用可とする。 

⚫ 「新刊予定一覧」シートは、毎回削除、新規作成される。 

Selemium Basic と WebDriver のインストール  

本マクロでは、Selemium Basic と WebDriver を利用しているため、予めインストールが必要である。 

1. Selemium Basic のインストール 

Selemium Basic の置き場所： http://florentbr.github.io/SeleniumBasic/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①Release page 

(中略) 

②SeleniumBasic-2.0.9.0.exe 

http://florentbr.github.io/SeleniumBasic/
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2. SeleniumBasic-2.0.9.0.exe の実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. WebDriver のインストール 

WebDriver は Selemium Basic と Viewer との橋渡しをするもので、Viewer のバージョン別に用意されている。この

為、Viewer がアップデートされる度に、差し替える必要がある。 

⚫ Chrome の場合 

①WebDriver のダウンロード 

chromedriver.exe の置き場所： https://googlechromelabs.github.io/chrome-for-testing/#stable 

  

③エクスプローラーの

ダウンロード 

④右クリック 

⑤セキュリティ脅威のスキャン 

⑥ダブルクリック 

⑦Next 

⑧I accept the agreement 

⑨Next 

⑩不要なものをチェック 

⑪Next ⑫Install 

https://googlechromelabs.github.io/chrome-for-testing/#stable
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②WebDriver の差し替え 

%LOCALAPPDATA%\SeleniumBasic の chromedriver.exe と差し替える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ Edge の場合 

①WebDriver のダウンロード 

edgedriver.exe の置き場所： https://developer.microsoft.com/en-us/microsoft-edge/tools/webdriver/ 

  

①クリック&コピー 

②貼り付け&エンター 

③開く 

④右クリック 

⑤セキュリティ脅威のスキャン 

⑥すべて展開 

①32bit 版 

①64bit 版 

https://developer.microsoft.com/en-us/microsoft-edge/tools/webdriver/
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②WebDriver の差し替え 

msedgedriver.exe を edgedriver.exe に名前を変え、%LOCALAPPDATA%\SeleniumBasic の edgedriver.exe

と差し替える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本マクロのインストール  

本 Excel ファイルのみ。 

  

①32bit 版 

①64bit 版 

③開く 

④右クリック 

⑤セキュリティ脅威のスキャン 

⑥すべて展開 
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実行前の準備  

1. VBAProject へのアクセスの許可が必要である。これを行なわないと、以下のどちらかのエラーが出る。 

 

 

 

 

以下の手順で許可すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①バーナーの v 

②その他のコマンド 

③リボンのユーザー設定 

④開発 

⑤OK 

⑥開発 

⑦マクロのセキュリティ 

⑧マクロの設定 

⑨VBA プロジェクト  オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する 

⑩OK 
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2. .NetFramework3.5 のインストール 

これが最新でない場合、エラーになるとのこと。 

%LOCALAPPDATA%\SeleniumBasic\Scripts\StartEdge.vbs 

を動かせば良いとのこと。 

3. 参照設定の追加 

Selenium Type Library が外れている場合が考えられる。確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライセンスの登録方法  

ライセンスを登録し、VBA コードを開放するには、以下の手順が必要である。 

 

 

 

実行後、「NumLock」が外れることがある。注意すること。 

 

自動実行が上手く動かない場合、以下の手順で手動解除する。 

1. ライセンスコードの入力 

 

 

 

  

①Visual Basic Editor を起動 
②十字をクリック 

③パスワードにライセンスコードを入力 

①メールからコピーしたライセンスコードを貼り付け 

②登録実行 

①開発 

②Visual Basic 

③参照設定 

③Selenium Type Library 

③セキュリティコードの削除 
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2. ロックの解除 

 

 

 

 

3. セキュリティコードの削除 

 

 

旧版をお使いの方へ  

旧版のデータは、シートのコピー機能を使えば、生かすことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新刊 .net を反映する  

新刊.net にログインし、一覧を作成するマクロ。 

 

 

 

 

メールアドレスとパスワードを入力し、行数を指定して、実行ボタンを押す。 

このマクロでは、「新刊一覧」シートの列をグループ化して表示を絞っている。 

「新刊一覧」 

 

 

 

 

 

③移動またはコピー 

④コピーを作成する 

⑤V をクリック 

⑥コピー先を選択 

⑦OK 

 

③メールアドレス 

④パスワード ⑤行数 
⑥実行ボタン 

④VBAProject のプロパティ 

⑤プロジェクトのロックを外す 

⑩パスワードを削除 ⑥パスワードを削除 

⑦OK 

⑧セキュリティコードの削除 

①シートのタブをセレクト&Ctrl+右クリックで追加 

②シートのタブで右クリック 

①Viewer の選択 

 
 

実行時に指定する行数 既存のデータ 

新刊.net の表示データ 

 
新規分 

②出力先の指定 
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ここで、 

⚫ A 列：紙媒体発売日 

⚫ D 列：書籍タイトル 

⚫ E 列：書籍作者 

⚫ F 列：書籍種類 

⚫ N 列：新刊.net から読み取った発売日 

⚫ Q 列：新刊.net から読み取ったタイトル 

⚫ R 列：新刊.net から読み取った書籍作者 

⚫ S 列：新刊.net から読み取った書籍種類 

⚫ T 列：新刊.net から読み取ったキーワード 

1. 新刊.net が、「まもなく発売」の表示であった場合、その日の日付以降の発売予定が一覧で表示される。その最初

の書籍の「行数」を指定する。 

2. マクロで新刊.net から１行読み取り、「行数」以下と比較し、タイトル名が一致したら、横に並べている。一致し

ないものは、新規分として A 列の最終行から N 列以降に並べている。区別できるように、日付を黄色にしている。

ここで、新刊.net での日付が月までのものは、1 日の日付になってしまうので注意すること。 

3. タイトル名は、そのまま比較しているため、例えば、(1)や 1 の違いでも不一致になる。空行になっている筈だか

ら、新規分から探して、並べる。 

 

 

 

 

4. 新規分から、購入しないものを削除し、新刊.net からも削除する。 

 

 

5. 新規分から、著者を絞る。これは、「新刊予定一覧」を検索する際の比較対象である。例えば、新刊.net では、著

者/原作者/キャラクター原案と表示されるが、ebookjapan の「新刊予定一覧」では、原作： 作画：と表示され

るからである。 

新規分をリストに反映する  

新規分を取り込むマクロ。このマクロでは、「新刊一覧」シートのグループ化列を元に戻して、全列表示にしている。 

 

 

 

 

 

①select 

②Ctrl+x 

③Ctrl+v 

②Delete 

①select 

実行ボタン 
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「新刊一覧」 

 

 

 

以下の処理をしている。 

1. 新規分を発売予定日でソートする。 

2. 新規分を A～F 列へ追加する。 

3. N 列以降の削除 

4. 新規分の H 列を黄色にする 

5. A 列の日付で並べ替え 

6. H 列の黄色でフィルターをかける 

書籍名からタイトル名を抽出する  

D 列から号数を取り除き、H 列に並べるマクロ。これは、「新刊予定一覧」を検索する際の比較対象である。 

 

 

「新刊一覧」 

 

 

 

「新刊予定一覧」には、書籍タイトルが全て並ぶのではなく、下記のように、30 数文字で切られたものが並ぶ。 

⚫ 人外姫様、始めました ～Ｆｒｅｅ Ｌｉｆｅ Ｆａｎｔａｓｙ Ｏｎｌｉ...（4） 

⚫ 私が聖女？いいえ、悪役令嬢です！～なので、全員破滅は阻止させてい...（第 4 話） 

これと比較するには、比較対象も 30 文字で切ってしまう必要がある。更に、”～”の前に空白文字がなかったり、全角文

字だったりするので、空白文字以降は切ってしまう必要がある。マクロ実行後は、このような手直しが必要である。 

シートをリセットする  

シートを元に戻すマクロ。H 列の黄色を元に戻し、フィルターを解いている。 

 

 

「新刊一覧」 

 

 

  

実行ボタン 

実行ボタン 
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新刊予定の一覧を作成する。  

web ebookjapan の「発売予定一覧」サイトを、「新刊予定一覧」シートに書き出すマクロ。 

 

 

 

 

 

「新刊予定一覧」 

 

 

「新刊予定一覧」シートは、毎回削除、新規作成される。「書籍名」に、「除外書籍」で指定した文字列があった場

合、リストから除外する。 

新刊予定を転記する。  

「新刊予定一覧」シートと「新刊一覧」シートを比較し、発売予定日を書き出すマクロ。 

 

 

 

以下を行なっている。 

⚫ 比較は、「新刊一覧」シートの「行数」から開始。 

⚫ 「新刊予定一覧」シート B 列に「新刊一覧」シート H 列の文字列があったら、処理対象。 

⚫ 「新刊予定一覧」シート C 列に「新刊一覧」シート E 列の文字列があったら、処理対象。 

⚫ 処理対象の「新刊予定一覧」シート A 列を「新刊一覧」シート G 列にコピー。 

かなり古い作品が、発売になることもあるため、未購入は全て対象にした方が良い。これだけ「行数」が他と連動して

いないのは、この為である。 

アンインストール  

本マクロの削除は、本 Excel ファイルの削除のみ。Selemium Basic と WebDriver の削除

は、%LOCALAPPDATA%\SeleniumBasic の unins000.exe を実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

①%LOCALAPPDATA%\SeleniumBasic と打つ 

②実行ボタン 

①出力先の指定 

実行ボタン 

①unins000.exe を実行 

④除外書籍 


